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本
日
は
、「
イ
ン
ド
は
中
国
に
代
わ
る
世
界
経
済
の
牽

引
役
と
な
れ
る
か
」、
副
題
と
し
て
「
イ
ン
ド
へ
の
『
期

待
』
と
『
実
像
』
を
概
観
す
る
」
と
し
て
お
話
し
し
ま

す
。

　

特
に
二
○
○
○
年
代
以
降
の
世
界
経
済
は
完
全
に
中
国

に
お
ん
ぶ
に
抱
っ
こ
の
状
態
で
、
こ
こ
二
○
年
ほ
ど
の
世

界
経
済
の
成
長
の
約
三
分
の
一
は
、
中
国
の
成
長
で
説
明

が
つ
く
よ
う
な
時
代
が
続
い
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
足

下
で
は
そ
の
勢
い
に
ど
う
も
翳
り
が
出
て
い
ま
す
。
今
年

は
い
よ
い
よ
中
国
を
超
え
て
、
イ
ン
ド
が
世
界
一
の
人
口

を
擁
す
る
国
に
な
る
と
い
う
見
方
も
あ
り
、
イ
ン
ド
自
体

も
近
年
は
高
い
経
済
成
長
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
中
国
が

頭
打
ち
す
る
中
で
、「
次
は
イ
ン
ド
だ
」
と
い
う
期
待
は

確
か
に
高
い
の
で
す
が
、
果
た
し
て
本
当
の
と
こ
ろ
は
ど

う
な
の
か
と
い
う
あ
た
り
を
本
日
は
説
明
い
た
し
ま
す
。

一
、
世
界
に
お
け
る
イ
ン
ド
の
存
在
感

　

イ
ン
ド
の
経
済
成
長
率
は
、
一
九
九
一
年
が
一
つ
の
分

岐
点
に
な
っ
て
い
ま
す
（
図
表
１
）。
そ
れ
ま
で
の
イ
ン

ド
経
済
は
、
高
い
成
長
率
を
実
現
し
た
か
と
思
っ
た
ら
、

思
い
切
り
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
な
ど
、
上
下
に
大
き
く
振
れ

イ
ン
ド
は
中
国
に
代
わ
る
世
界
経
済
の
牽
引
役
と
な
れ
る
か

～
イ
ン
ド
へ
の
「
期
待
」
と
「
実
像
」
を
概
観
す
る
～

西　

濵　
　
　

徹
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る
展
開
が
続
き
、
い
わ
ゆ
る
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
景
気
」
と
呼

ば
れ
て
き
ま
し
た
。
一
九
五
一
年
か
ら
一
九
九
一
年
の
平

均
成
長
率
は
約
四
％
に
留
ま
り
ま
す
。

　

イ
ン
ド
は
人
口
も
多
く
国
土
も
広
い
で
す
が
、
長
ら
く

経
済
成
長
率
は
特
別
高
く
な
い
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
が
、
一
九
九
一
年
の
湾
岸
戦
争
を
機
に
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。
イ
ン
ド
は
国
内
の
原
油
消
費
量
の
約
七
割
を

中
東
か
ら
の
輸
入
に
依
存
し
て
お
り
、
湾
岸
戦
争
に
よ
っ

て
原
油
価
格
が
大
き
く
上
振
れ
し
、
経
常
収
支
が
急
速
に

悪
化
し
た
た
め
、
外
貨
準
備
が
不
足
す
る
事
態
に
直
面
し

ま
し
た
。
当
時
の
資
料
に
は
、
日
本
に
も
支
援
が
要
請
さ

れ
た
経
緯
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
事
態
を
機
に
経
済
改
革
、
構
造
改
革
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
は
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
景
気
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

四
％
前
後
の
経
済
成
長
率
が
明
ら
か
に
上
昇
し
て
い
ま

す
。
二
○
二
○
年
以
降
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
世
界
経
済
の

マ
イ
ナ
ス
を
除
く
か
ど
う
か
と
い
う
議
論
の
余
地
は
あ
り

図表１

本資料は情報提供を目的として作成されたものであり、投資勧誘を目的としたものではありません。作成時点で、第一生命経済研究所経済調査部が信ずるに足ると判断した情報に基づき作成していますが、
その正確性、完全性に対する責任は負いません。見通しは予告なく変更されることがあります。また、記載された内容は、第一生命ないしはその関連会社の投資方針と常に整合的であるとは限りません。

“湾岸危機”を機にした経済政策の転換を受けて高成長軌道に
経済成長率の推移

“ヒンドゥー景気”と揶揄された状況を脱却してきた
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51　55　59　63　67　71　75　79　83　87　91　95　99　03　07　11　15　19（年度）
〔出所〕�　CEICより第一生命経済研究所作成
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ま
す
が
、
そ
の
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た
時
期
を
含
め

て
も
、
一
九
九
一
年
以
降
の
三
〇
年
は
平
均
六
％
を
上
回

る
成
長
を
実
現
す
る
な
ど
、
高
い
成
長
軌
道
に
乗
っ
て
き

ま
し
た
。

　

二
○
○
○
年
以
降
、
当
時
の
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク

ス
の
ジ
ム
・
オ
ニ
ー
ル
氏
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ

ｓ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
中
国
の
四
カ
国
は

人
と
土
地
が
豊
富
で
、
高
い
経
済
成
長
が
期
待
で
き
る
新

興
国
だ
と
い
う
こ
と
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
イ
ン
ド
が
変
わ
る
分
岐
点

に
な
っ
た
の
が
一
九
九
一
年
だ
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
グ

ラ
フ
か
ら
読
み
取
れ
ま
す
。

　

で
は
、
一
九
九
一
年
以
降
の
流
れ
は
一
体
ど
う
な
っ
た

の
か
。
ラ
オ
政
権
、
バ
ジ
パ
イ
政
権
、
シ
ン
政
権
、
今
の

モ
デ
ィ
政
権
の
四
つ
の
時
期
に
区
切
っ
た
平
均
成
長
率
を

見
る
と
、
必
ず
し
も
ラ
オ
政
権
時
代
は
勢
い
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
（
図
表
２
）。
次
の
バ
ジ
パ
イ
政
権
を
経
て
、

図表２

本資料は情報提供を目的として作成されたものであり、投資勧誘を目的としたものではありません。作成時点で、第一生命経済研究所経済調査部が信ずるに足ると判断した情報に基づき作成していますが、
その正確性、完全性に対する責任は負いません。見通しは予告なく変更されることがあります。また、記載された内容は、第一生命ないしはその関連会社の投資方針と常に整合的であるとは限りません。

外部環境の影響はあるが､構造転換以降は堅調な景気拡大が続く
経済成長率の推移

モディ政権は“コロナ禍”の不運も堅調な景気拡大を維持
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モディ政権

〔出所〕�　CEICより第一生命経済研究所作成
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二
○
○
○
年
代
以
降
、
恐
ら
く
イ
ン
ド
が
一
番
注
目
を
集

め
た
の
は
シ
ン
政
権
の
こ
ろ
で
、
平
均
成
長
率
が
約
七
％

と
か
な
り
高
い
成
長
を
実
現
し
ま
し
た
。
モ
デ
ィ
政
権
の

も
と
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
不
運
な
状
況
に
あ
り
な
が

ら
も
、
平
均
六
％
程
度
の
成
長
を
実
現
し
て
お
り
、
イ
ン

ド
が
堅
調
な
経
済
成
長
を
実
現
で
き
て
い
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
と
判
断
出
来
ま
す
。

　

続
い
て
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
推
移
で
す
。
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
端
を
発
す
る
世
界
金
融
危
機
で
頭
打
ち

す
る
も
、
そ
こ
か
ら
再
び
右
肩
上
が
り
の
状
態
に
戻
り
、

コ
ロ
ナ
禍
で
つ
ま
ず
い
た
も
の
の
、
ま
た
右
肩
上
が
り
の

状
態
に
戻
っ
て
い
ま
す
。
経
済
成
長
の
追
い
風
を
受
け
る

形
で
、
こ
の
二
○
年
ほ
ど
で
経
済
規
模
は
七
倍
以
上
に
大

き
く
拡
大
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
は
確
か
に
イ
ン
ド

経
済
の
存
在
感
向
上
に
繋
が
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
存
在
感
が
向
上
す
る
中
で
何
が
起
き
た
の

か
と
い
う
と
、
昨
年
、
イ
ン
ド
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
旧
宗
主
国

で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
を
抜
き
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
日
本
、

ド
イ
ツ
に
次
い
で
、
世
界
第
五
位
に
な
り
ま
し
た
。
実
際

は
、
イ
ギ
リ
ス
が
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
で
混
乱
し
て
い
る
と
き

に
抜
き
そ
う
で
し
た
が
、
そ
の
後
に
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
全

世
界
的
な
不
運
が
あ
り
、
そ
の
影
響
で
若
干
後
ろ
倒
し
に

な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
、
そ
う
し
た
事
情
を
除
い
て
も
、
イ
ン
ド
自
体
の

経
済
成
長
、
経
済
規
模
の
拡
大
が
、
世
界
の
中
で
そ
れ
な

り
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

　

今
年
の
国
連
推
計
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
ド
の
人
口
は
い
よ

い
よ
中
国
を
超
え
て
世
界
一
位
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
経
済
成
長
の
源
泉
は
、
人
と
資
本
の
蓄
積
動
向
、
そ

し
て
資
本
蓄
積
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
技
術
、
こ
れ
を
掛
け

合
わ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
イ
ン
ド
で
人
口
が

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
の
は
二
○
四
五
年
ご
ろ
と
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
人
口
ボ
ー
ナ
ス
期
が
ま
だ
二
○
年
ほ
ど
続
き
、
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生
産
年
齢
人
口
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

そ
う
な
る
と
、
経
済
成
長
実
現
の
要
素
の
一
つ
で
あ
る

ヒ
ト
に
関
し
て
一
番
問
題
の
な
い
国
で
あ
り
、
そ
の
こ
と

が
イ
ン
ド
に
対
す
る
期
待
が
大
き
く
な
る
一
因
だ
と
言
え

ま
す
。

　

近
年
の
イ
ン
ド
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
中
心
と
す

る
医
薬
品
産
業
が
注
目
を
集
め
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
前
は
世

界
の
ワ
ク
チ
ン
の
七
割
方
が
イ
ン
ド
で
作
ら
れ
て
い
た
の

で
す
が
、
イ
ン
ド
で
も
感
染
が
拡
大
し
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
全
人
口
の
約
七
割
が
農
村
に
住
み
、
衛
生
面
の
イ
ン

フ
ラ
が
整
っ
て
い
な
い
中
で
防
疫
措
置
を
と
る
こ
と
が
非

常
に
難
し
か
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

イ
ン
ド
に
は
イ
ン
フ
ラ
が
足
り
な
い
と
よ
く
言
わ
れ
ま

す
。
確
か
に
道
路
や
鉄
道
と
い
う
物
流
の
イ
ン
フ
ラ
が
足

り
ま
せ
ん
。
加
え
て
イ
ン
ド
に
決
定
的
に
足
り
な
い
も
の

は
電
気
で
す
。
私
自
身
、
時
々
現
地
の
記
者
さ
ん
か
ら
取

材
を
受
け
ま
す
が
、
つ
い
先
日
も
「
今
朝
も
停
電
で
や
ら

れ
て
い
ま
す
」
と
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
停
電
が
頻
発
し

て
し
ま
う
と
、
確
か
に
期
待
は
高
い
が
本
当
の
と
こ
ろ
は

ど
う
な
の
か
、
と
疑
問
が
生
じ
る
こ
と
は
仕
方
が
な
い
と

思
い
ま
す
。

二�

、
足
下
の
イ
ン
ド
経
済
を

取
り
巻
く
状
況

　

こ
こ
数
年
、
確
か
に
イ
ン
ド
は
堅
調
な
経
済
成
長
が
続

い
て
い
ま
す
。
こ
の
グ
ラ
フ
は
、
四
半
期
ベ
ー
ス
で
見
た

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
Ｇ
Ｖ
Ａ
（
総
付
加
価
値
）
の
成
長
率
で
す

（
図
表
３
）。

　

イ
ン
ド
は
経
済
統
計
が
整
備
途
上
で
あ
り
、
例
え
ば
雇

用
統
計
に
さ
え
、
き
ち
ん
と
し
た
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
イ
ン
ド
の
経
済
成
長
の
原
動
力
で
あ
る
家
計
消
費

を
示
す
、
例
え
ば
小
売
売
上
高
の
よ
う
な
統
計
も
あ
り
ま

せ
ん
。
日
本
で
小
売
売
上
高
を
把
握
し
よ
う
と
思
え
ば
、
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チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
協
会
な
ど
、
様
々
な
業
界
団
体
が
デ
ー

タ
を
ま
と
め
、
最
終
的
に
は
国
が
き
ち
ん
と
把
握
す
る
こ

と
が
可
能
で
し
ょ
う
が
、
イ
ン
ド
の
小
売
店
は
、
基
本
的

に
は
キ
ラ
ナ
と
呼
ば
れ
る
日
本
の
キ
オ
ス
ク
の
よ
う
な
個

人
商
店
が
ほ
と
ん
ど
で
、
小
売
売
上
高
に
関
す
る
デ
ー
タ

は
ほ
と
ん
ど
把
握
で
き
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
イ

ン
ド
で
も
急
速
に
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か

し
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
も
、
国
全
体
を
通
し
て
ど
う

い
う
形
で
カ
ネ
や
モ
ノ
が
動
い
て
い
る
か
、
特
に
需
要
項

目
に
関
し
て
の
デ
ー
タ
が
備
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
一
九
八
〇
年
代
以
前
の
イ
ン
ド
は
、
社
会
主
義

に
基
づ
く
経
済
政
策
が
と
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
よ
っ
て
、

供
給
サ
イ
ド
の
統
計
だ
け
は
と
て
も
細
か
く
備
わ
っ
て
い

る
の
で
、
い
ま
だ
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
よ
り
も
、
供
給
サ
イ
ド
の
統

計
で
あ
る
Ｇ
Ｖ
Ａ
の
ほ
う
が
捕
捉
し
や
す
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
私
も
Ｇ
Ｄ
Ｐ
統
計
は
必
ず
見
ま
す
が
、
併
せ
て
Ｇ

Ｖ
Ａ
も
見
な
い
と
、
足
下
の
景
気
動
向
の
把
握
は
難
し
い

図表３

本資料は情報提供を目的として作成されたものであり、投資勧誘を目的としたものではありません。作成時点で、第一生命経済研究所経済調査部が信ずるに足ると判断した情報に基づき作成していますが、
その正確性、完全性に対する責任は負いません。見通しは予告なく変更されることがあります。また、記載された内容は、第一生命ないしはその関連会社の投資方針と常に整合的であるとは限りません。

コロナ禍により大きく下振れするも、その後は持ち直しの動き
実質GDP・GVA成長率（前年比）の推移

コロナ禍では四半期ベースで初のマイナス成長に
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2014　2015　2016　2017　2018　2019　2020　2021　2022　2023
〔出所〕�　CEICより第一生命経済研究所作成
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と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
グ
ラ
フ
は
前
年
同
期
比
の
水
準
で
す
。
新
興
国
に

お
い
て
は
前
年
同
期
比
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
を
公
表
す
る
国

が
多
い
で
す
が
、
前
年
同
期
と
比
べ
た
も
の
で
あ
り
、
直

近
の
景
気
動
向
を
把
握
す
る
の
は
非
常
に
難
し
い
で
す
。

例
え
ば
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
先
進
国
で
は
季
節
調
整
値

に
基
づ
い
て
、
直
近
の
前
期
と
比
較
し
た
年
率
換
算
と
い

う
計
算
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
よ
く
「
瞬
間
風
速
的
な
景

気
」
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
一
般
的
に
は
こ
う
し
た
前
期
比

年
率
の
成
長
率
で
景
気
動
向
を
把
握
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
イ
ン
ド
を
初
め
、
新
興
国
の
多
く
が
原
数
値

し
か
発
表
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
前
年
同
期
比
し
か
発
表

さ
れ
ま
せ
ん
。
二
○
二
○
年
四
―
六
月
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
四
半
期
ベ
ー

ス
で
初
め
て
の
マ
イ
ナ
ス
で
す
。
七
―
九
月
も
マ
イ
ナ
ス

で
し
た
が
、
一
〇
―
一
二
月
以
降
は
ず
っ
と
プ
ラ
ス
成
長

で
推
移
し
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ス
で
推
移
し
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
良
い
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
足
下
の
景
気
動
向

を
き
ち
ん
と
測
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
、
数
字
の
本
当
の

意
味
合
い
が
分
か
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

試
み
に
季
節
調
整
を
行
っ
た
も
の
が
こ
の
デ
ー
タ
で
す

（
図
表
４
）。
棒
グ
ラ
フ
が
季
節
調
整
値
ベ
ー
ス
の
実
質
Ｇ

Ｄ
Ｐ
で
、
折
れ
線
グ
ラ
フ
は
政
府
が
発
表
し
て
い
る
前
年

同
期
比
の
成
長
率
で
す
。
二
○
二
○
年
一
○
―
一
二
月
以

降
、
ず
っ
と
プ
ラ
ス
で
推
移
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
グ
ラ

フ
か
ら
も
見
て
取
れ
ま
す
。

　

棒
グ
ラ
フ
に
注
目
す
る
と
、
前
期
に
比
べ
て
若
干
減
少

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
二
○
二
一
年
四
―
六
月

は
、
二
○
二
〇
年
四
―
六
月
に
大
き
く
落
ち
込
ん
で
持
ち

直
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
コ
ロ
ナ
が
再
燃
し
て
景
気
が
悪
化

し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
ま
た
回
復
し
て
き
た
と
思
い
き

や
、
二
○
二
二
年
四
―
六
月
を
ピ
ー
ク
に
右
肩
下
が
り
の

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
期
比
年
率
ベ
ー
ス
の
成
長
率

を
計
算
す
る
と
、
昨
年
後
半
、
七
―
九
月
、
一
〇
―
一
二
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月
は
、
ど
ち
ら
も
マ
イ
ナ
ス
成
長
で
し
た
。
２
四
半
期
連

続
で
マ
イ
ナ
ス
成
長
で
す
か
ら
、
先
進
国
な
ら
テ
ク
ニ
カ

ル
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
景
気
後
退
）
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

　

先
ほ
ど
お
示
し
し
た
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
Ｇ
Ｖ
Ａ
の
前
年
比

の
グ
ラ
フ
で
は
、
成
長
率
が
鈍
化
し
て
い
る
も
の
の
プ
ラ

ス
の
成
長
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
季
節
調
整
後
の
グ
ラ
フ

で
は
、
２
四
半
期
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
、
つ
ま
り
景
気

後
退
局
面
で
し
た
。
全
く
見
え
方
が
変
わ
り
ま
す
。

　

実
は
、
政
府
が
発
表
し
て
い
る
数
字
だ
け
で
は
実
態
が

把
握
し
に
く
い
の
が
、
新
興
国
の
盲
点
で
す
。
こ
う
い
う

ポ
イ
ン
ト
を
き
ち
ん
と
把
握
す
る
た
め
に
も
、
私
ど
も
が

日
々
発
信
す
る
レ
ポ
ー
ト
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
る
と

あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
先
だ
っ
て
発
表
さ
れ

た
今
年
の
一
―
三
月
の
デ
ー
タ
で
は
、
前
期
比
年
率
ベ
ー

ス
で
プ
ラ
ス
に
転
換
し
、
直
近
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
昨
年
の

四
―
六
月
と
肩
を
並
べ
る
水
準
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
再

び
底
入
れ
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

図表４

本資料は情報提供を目的として作成されたものであり、投資勧誘を目的としたものではありません。作成時点で、第一生命経済研究所経済調査部が信ずるに足ると判断した情報に基づき作成していますが、
その正確性、完全性に対する責任は負いません。見通しは予告なく変更されることがあります。また、記載された内容は、第一生命ないしはその関連会社の投資方針と常に整合的であるとは限りません。

実は、昨年後半は“景気後退局面”に陥ったインド経済
実質GDP（季節調整値）と成長率（前年比）の推移

昨年後半は“テクニカル・リセッション”に陥った
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前
期
比
年
率
ベ
ー
ス
の
成
長
率
に
つ
い
て
需
要
項
目
別

に
見
る
と
、
特
に
二
○
一
五
年
か
ら
二
○
一
九
年
、
コ
ロ

ナ
禍
直
前
ま
で
は
家
計
消
費
が
ず
っ
と
プ
ラ
ス
で
推
移
し

て
い
ま
す
（
図
表
５
）。
家
計
消
費
が
イ
ン
ド
経
済
の
成

長
の
牽
引
役
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
、
こ
の
グ
ラ
フ
か
ら

も
読
み
取
れ
ま
す
。

　

二
○
二
○
年
以
降
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
行
動
制
限
が
行
わ

れ
、
家
計
消
費
が
大
き
く
下
押
し
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
行
動
制
限
が
解
除
さ
れ
て
ペ
ン
ト
ア
ッ
プ
・
デ
ィ
マ

ン
ド
（
繰
越
需
要
）
が
出
た
と
思
っ
た
ら
、
昨
年
の
後
半

に
は
家
計
消
費
が
減
少
に
転
じ
て
い
ま
す
。
繰
越
需
要
が

一
巡
し
た
こ
と
が
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
景
気
が
底
打
ち
し
て
い
る
直
近
の
今
年
一
―
三

月
の
プ
ラ
ス
成
長
の
寄
与
度
で
一
番
大
き
い
の
は
固
定
資

本
投
資
で
す
。
季
節
調
整
値
な
の
で
、
本
来
こ
う
い
う
説

明
は
お
か
し
い
の
で
す
が
、
イ
ン
ド
は
日
本
と
同
じ
四
―

三
月
の
年
度
を
用
い
て
お
り
、
例
年
一
―
三
月
は
年
度
末

図表５

本資料は情報提供を目的として作成されたものであり、投資勧誘を目的としたものではありません。作成時点で、第一生命経済研究所経済調査部が信ずるに足ると判断した情報に基づき作成していますが、
その正確性、完全性に対する責任は負いません。見通しは予告なく変更されることがあります。また、記載された内容は、第一生命ないしはその関連会社の投資方針と常に整合的であるとは限りません。

経済成長のけん引役となってきた家計消費が一転足を引っ張る
実質GDP成長率（前期比年率）寄与度の推移

繰り越し需要の一巡により家計消費は勢いを欠く展開
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〔出所〕�　CEICより第一生命経済研究所作成、季節調整値は当社試算
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で
予
算
消
化
の
時
期
に
当
た
り
、
公
共
投
資
が
動
き
ま

す
。
政
府
消
費
が
大
き
い
の
も
、
や
は
り
年
度
末
の
予
算

消
化
と
捉
え
ら
れ
ま
す
。
よ
っ
て
、
今
年
の
一
―
三
月
に

関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
経
済
成
長
の
牽
引
役
に
な
っ
て
き

た
家
計
消
費
が
か
な
り
勢
い
を
欠
い
て
い
る
と
言
え
ま

す
。

　

イ
ン
ド
は
人
口
も
増
え
て
、
期
待
も
大
き
い
半
面
、
期

待
と
実
像
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
少
し
ず
つ
埋
め
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
の
供
給
サ
イ
ド
、
各
産
業
別
の
Ｇ
Ｖ
Ａ
の
動
き
を

見
る
と
、
動
き
は
基
本
的
に
同
じ
で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
マ
イ
ナ

ス
に
な
る
と
Ｇ
Ｖ
Ａ
も
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
上
、
直

近
の
一
―
三
月
に
関
し
て
は
、
全
て
の
分
野
で
生
産
が
プ

ラ
ス
に
転
じ
て
い
ま
す
。
農
林
漁
業
、
製
造
業
、
鉱
業
も

よ
う
や
く
底
入
れ
し
て
い
ま
す
し
、
公
共
投
資
に
よ
り
建

設
業
も
プ
ラ
ス
、
サ
ー
ビ
ス
業
も
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
ま

す
。
よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
脱
し
、
昨
年
後
半
に

か
け
て
の
景
気
減
速
の
影
響
も
一
巡
し
つ
つ
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

イ
ン
ド
に
は
経
済
成
長
の
原
動
力
で
あ
る
家
計
消
費
の

統
計
が
な
い
と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
私
が
よ
く
見
て
い

る
の
は
四
輪
車
と
二
輪
車
の
販
売
台
数
で
す
。
四
輪
車
は

多
く
の
人
が
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
購
入
す
る
の
で
、
あ
る
程

度
お
金
が
必
要
で
す
し
、
二
輪
車
は
よ
り
幅
広
い
人
が
購

入
し
ま
す
。
全
体
的
な
消
費
動
向
を
把
握
す
る
に
は
、
両

方
の
統
計
を
見
る
と
良
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
原
数
値

を
見
て
い
て
も
、
前
年
に
大
き
く
上
振
れ
る
と
当
然
前
年

比
で
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
、
前
年
に
大
き
く
下
振
れ
る
と
前

年
比
で
大
き
く
上
振
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
季
節
調
整

を
試
算
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
末
に
か
け
て
は
四
輪
車
も
二
輪
車
も
頭
打
ち
し

て
、
年
明
け
以
降
、
直
近
の
四
月
、
五
月
と
ち
ょ
っ
と
伸

び
が
出
て
、
底
入
れ
し
て
き
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
一

―
三
月
を
過
ぎ
て
、
四
―
六
月
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
か
ら
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ま
た
一
段
と
離
陸
す
る
よ
う
な
流
れ
が
あ
る
。
回
復
が
遅

れ
て
き
た
家
計
消
費
が
こ
こ
に
来
て
よ
う
や
く
一
巡
し
、

イ
ン
ド
経
済
全
体
に
と
っ
て
も
、
最
悪
期
は
過
ぎ
つ
つ
あ

る
と
い
う
捉
え
方
が
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
き
っ
か
け

と
す
る
商
品
高
は
、
世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
を
招
き
ま
し

た
。
イ
ン
ド
で
は
特
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
冒
頭
、
一
九

九
一
年
が
一
つ
大
き
な
分
岐
点
に
な
っ
た
と
申
し
上
げ
ま

し
た
。
そ
の
と
き
は
、
湾
岸
戦
争
に
よ
る
原
油
価
格
の
大

き
な
上
振
れ
に
よ
っ
て
経
常
収
支
が
大
き
く
赤
字
に
転

じ
、
対
外
収
支
上
の
問
題
が
表
面
化
し
て
支
援
を
求
め
る

と
と
も
に
、
構
造
改
革
に
大
き
く
舵
を
切
り
ま
し
た
。
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
き
っ
か
け
と
す
る
原
油

価
格
の
上
振
れ
は
、
イ
ン
ド
に
と
っ
て
、
中
東
か
ら
輸
入

す
る
原
油
価
格
の
大
き
な
上
昇
を
招
い
て
お
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
上
振
れ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て

イ
ン
フ
レ
が
ど
ん
ど
ん
加
速
し
、
イ
ン
ド
準
備
銀
行
（
中

銀
）
は
、
昨
年
五
月
に
緊
急
利
上
げ
を
行
っ
て
、
そ
の
後

も
断
続
的
に
、
か
つ
大
幅
利
上
げ
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
く

な
り
ま
し
た
。

　

大
幅
利
上
げ
を
行
っ
た
も
う
一
つ
の
要
因
は
、
国
際
金

融
市
場
に
お
け
る
米
ド
ル
高
で
す
。
米
ド
ル
高
は
イ
ン
ド

通
貨
ル
ピ
ー
の
下
落
を
招
き
ま
す
。
イ
ン
ド
の
経
常
収
支

は
慢
性
的
に
赤
字
で
す
か
ら
、
通
貨
安
が
起
こ
る
と
、
輸

入
イ
ン
フ
レ
に
繋
が
り
や
す
い
の
で
す
。
た
だ
で
さ
え
商

品
価
格
が
上
振
れ
し
て
い
る
上
、
ル
ピ
ー
安
に
よ
る
輸
入

イ
ン
フ
レ
が
生
じ
る
。
そ
う
す
る
と
、
中
銀
と
し
て
は
物

価
と
為
替
の
安
定
を
図
る
た
め
に
、
大
幅
利
上
げ
に
動
か

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
に
よ
り
、
足
下
の
政
策
金
利
の
水
準

は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
な
る

と
、
当
然
お
金
を
借
り
て
購
入
す
る
四
輪
車
は
な
か
な
か

難
し
い
で
し
ょ
う
し
、
二
輪
車
の
販
売
に
も
影
響
が
出
て

き
て
い
ま
す
。
そ
の
影
響
が
よ
う
や
く
一
巡
し
つ
つ
あ
る
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と
い
う
の
が
今
の
状
況
で
す
。

　

金
利
水
準
に
関
し
て
、
中
銀
は
、
四
％
か
ら
六
％
ま
で

の
イ
ン
フ
レ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
範
囲
内
に
収
め
る
こ
と
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
範
囲
内
に
収
め
る
こ
と
が
出
来

な
け
れ
ば
、
結
果
的
に
金
融
引
き
締
め
を
止
め
に
く
い
状

況
に
な
り
ま
す
。

　

昨
年
の
イ
ン
フ
レ
率
は
、
こ
の
範
囲
を
大
き
く
上
振
れ

す
る
よ
う
な
展
開
が
続
き
ま
し
た
。
イ
ン
フ
レ
を
招
い
た

最
大
の
要
因
は
、
食
料
品
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
い
わ
ゆ
る
生

活
必
需
品
で
し
た
。
こ
れ
を
除
い
た
コ
ア
イ
ン
フ
レ
率

も
、
こ
の
上
限
近
傍
で
ず
っ
と
推
移
し
、
イ
ン
フ
レ
が
警

戒
さ
れ
る
展
開
が
続
い
て
き
た
の
で
、
利
上
げ
を
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
よ
う
や
く
足
下
で
落
ち

つ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
当
然
、
商
品
高
も
一
巡
し
つ
つ
あ

り
ま
す
し
、
米
ド
ル
高
の
一
服
に
よ
っ
て
、
下
落
傾
向
が

続
い
て
き
た
ル
ピ
ー
安
も
よ
う
や
く
下
げ
止
ま
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
は
っ
き
り
言
え
ば
、
前
年
比
で
見
れ
ば
ル
ピ
ー

安
は
相
当
進
ん
で
い
る
の
で
、
輸
入
イ
ン
フ
レ
に
向
か
い

や
す
い
状
態
は
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
一
段
の
ル

ピ
ー
安
が
輸
入
イ
ン
フ
レ
を
加
速
さ
せ
る
と
い
う
展
開
は

免
れ
そ
う
で
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
中
銀
に
と
っ
て
、
イ
ン
フ
レ
退

治
の
た
め
の
利
上
げ
と
い
う
切
迫
し
た
状
態
は
脱
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
金
利
の
先
高
感
が
よ
う
や
く

落
ち
着
い
て
き
た
の
で
、
お
金
を
借
り
て
車
を
買
お
う
と

か
、
お
金
を
借
り
て
何
か
し
よ
う
と
い
う
状
態
に
な
り
つ

つ
あ
る
の
が
、
こ
の
一
、
二
カ
月
の
状
態
で
す
。
そ
れ
が

四
輪
車
や
二
輪
車
の
販
売
台
数
を
底
入
れ
す
る
一
因
に

な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
経
済
は
、
確
か

に
昨
年
後
半
は
か
な
り
悪
か
っ
た
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
変

わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

　

先
ほ
ど
来
申
し
上
げ
て
い
る
と
お
り
、
イ
ン
ド
は
い
か

ん
せ
ん
統
計
が
足
り
ま
せ
ん
。
私
は
様
々
な
統
計
を
見
て

い
ま
す
が
、
注
目
す
る
一
つ
は
企
業
の
マ
イ
ン
ド
統
計
で
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す
。
こ
れ
は
製
造
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
の
景
況
感
で
、
五
〇

を
上
回
る
と
景
気
拡
大
、
五
〇
を
下
回
る
と
景
気
減
速
と

認
識
し
て
い
る
と
い
う
調
査
で
す
。
二
○
二
○
年
ぐ
ら
い

か
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
く
落
ち
込
ん
で
、
コ
ロ
ナ
禍
が
再

燃
す
る
た
び
に
、
特
に
サ
ー
ビ
ス
業
が
下
振
れ
す
る
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
サ
ー
ビ
ス
業
が
よ
う
や
く
底
入
れ
し
、
か
つ
、

か
な
り
高
い
水
準
で
推
移
し
て
き
て
い
る
の
は
、
イ
ン
ド

経
済
そ
の
も
の
が
非
常
に
良
い
状
態
に
な
り
つ
つ
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
イ
ン
ド
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
半
分
以
上
は
サ
ー

ビ
ス
業
が
占
め
て
お
り
、
経
済
の
サ
ー
ビ
ス
業
化
が
か
な

り
進
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
新
聞
や
雑
誌
で
御
覧
に
な

る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
イ
ン
ド
の
輸
出
の
大
半

は
Ｉ
Ｔ
関
連
で
、
そ
れ
は
サ
ー
ビ
ス
業
に
分
類
さ
れ
ま

す
。
こ
の
分
野
の
力
が
強
く
な
る
と
、
必
然
的
に
プ
ラ
ス

の
影
響
も
出
や
す
く
、
景
気
全
体
に
と
っ
て
も
追
い
風
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

一
方
で
家
計
部
門
は
ど
う
か
。
イ
ン
ド
は
確
か
に
雇
用

統
計
が
無
い
の
で
す
が
、
Ｐ
Ｍ
Ｉ
と
い
う
統
計
の
中
に

「
雇
用
」
と
い
う
分
類
が
あ
り
ま
す
。
五
〇
を
超
え
る
と

雇
用
が
拡
大
し
、
五
〇
を
下
回
る
と
雇
用
調
整
圧
力
が
高

ま
る
と
い
う
内
容
で
す
（
図
表
６
）。
左
の
グ
ラ
フ
を
御

覧
い
た
だ
く
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
く
雇
用
調
整
圧
力
が

か
か
り
、
そ
れ
が
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
局
面
で
大
き
く

上
振
れ
し
ま
し
た
。
昨
年
の
後
半
に
か
け
て
再
び
下
落
に

転
じ
た
の
は
、
物
価
高
、
金
利
高
に
よ
っ
て
、
企
業
も
雇

用
を
多
く
抱
え
て
い
ら
れ
な
い
と
い
う
状
態
に
な
っ
た
た

め
で
す
。
で
す
が
、
よ
う
や
く
戻
し
て
き
て
い
ま
す
の

で
、
家
計
部
門
と
し
て
も
消
費
を
し
よ
う
と
い
う
余
地
は

生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

右
の
グ
ラ
フ
は
、
家
計
債
務
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
と
家
計
債
務

そ
の
も
の
の
水
準
で
す
。
驚
く
の
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
が
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
大
き
く
低
下
し
た
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
家

計
が
債
務
を
拡
大
す
る
余
力
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
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で
す
。
経
済
が
正
常
化
し
て
い
く
と
、
家
計
が
債
務
を
あ

る
程
度
拡
大
し
て
い
く
余
地
に
つ
な
が
り
、
当
然
な
が

ら
、
四
輪
車
、
二
輪
車
、
も
し
く
は
住
宅
の
よ
う
な
も
の

を
購
入
す
る
流
れ
も
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
、
住
宅
に
関
し
て
は
、
イ
ン
ド
は
長
年
に
わ
た
っ

て
社
会
主
義
に
基
づ
く
経
済
政
策
が
と
ら
れ
て
き
た
た
め

に
自
由
に
売
買
が
で
き
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復

局
面
と
し
て
、
例
え
ば
中
国
、
も
し
く
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の

国
々
で
は
、
余
剰
資
金
が
不
動
産
に
流
入
し
て
バ
ブ
ル
が

発
生
し
、
そ
の
対
応
を
迫
ら
れ
る
新
興
国
が
少
な
く
な
い

の
で
す
が
、
イ
ン
ド
で
は
自
由
に
売
買
が
で
き
な
い
た

め
、
不
動
産
バ
ブ
ル
が
発
生
し
に
く
い
と
捉
え
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
は
経
済
の
安
定
と
い
う
観
点
で
は
良
い
材
料
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
し
た
規
制
が
少
し
ず
つ
解
除
さ

れ
る
だ
け
で
も
、
実
は
家
計
部
門
に
と
っ
て
は
新
た
な
消

費
に
向
か
う
原
動
力
に
な
り
得
る
な
ど
、
新
た
な
期
待
に

つ
な
が
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。

図表６

本資料は情報提供を目的として作成されたものであり、投資勧誘を目的としたものではありません。作成時点で、第一生命経済研究所経済調査部が信ずるに足ると判断した情報に基づき作成していますが、
その正確性、完全性に対する責任は負いません。見通しは予告なく変更されることがあります。また、記載された内容は、第一生命ないしはその関連会社の投資方針と常に整合的であるとは限りません。

家計部門を取り巻く状況にも改善の兆し
製造業･サービス業PMI（雇用）の推移 家計債務/GDP比の推移

家計債務には拡大余地、雇用環境の行方が左右
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イ
ン
ド
の
輸
出
の
大
半
は
Ｉ
Ｔ
で
す
が
、
他
に
も
自
動

車
、
衣
類
、
靴
と
い
っ
た
製
品
を
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、
中
東
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
に
輸
出
し
て
い
ま
す
。
今
、

欧
米
は
物
価
高
と
金
利
高
で
、
景
気
の
雲
行
き
が
悪
く

な
っ
て
い
ま
す
。
産
油
国
の
中
東
は
、
原
油
価
格
が
今
ま

で
の
よ
う
な
高
水
準
で
は
な
い
の
で
、
イ
ン
ド
の
財
の
輸

出
額
自
体
も
頭
打
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。
内
需
は
確
か
に

強
い
、
も
し
く
は
良
い
状
態
に
な
り
つ
つ
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
一
方
で
、
外
需
そ
の
も
の
は
、
今
後
、
世
界

経
済
の
変
調
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
ド
は
内
需
が
強
い
、
つ
ま
り
、
家
計
消
費
が
経
済

の
原
動
力
だ
か
ら
、
世
界
経
済
と
は
ち
ょ
っ
と
切
り
離
し

て
考
え
て
い
い
と
お
っ
し
ゃ
る
方
が
い
ま
す
が
、
輸
出
、

特
に
財
輸
出
は
欧
米
向
け
で
す
。
さ
ら
に
、
Ｉ
Ｔ
関
連
の

輸
出
は
そ
の
大
宗
が
欧
米
向
け
で
す
。
大
抵
が
ア
メ
リ

カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
で
す
か

ら
、
欧
米
の
景
気
に
無
関
係
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
つ
ま

り
、
世
界
経
済
と
の
連
動
性
と
い
う
意
味
で
も
、
先
行
き

に
関
し
て
外
需
面
で
は
要
注
意
だ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

　

も
う
一
つ
が
観
光
客
、
外
国
人
の
来
訪
者
数
で
す
。
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
外
国
人
観
光
客
に
占
め
る
中
国
人
が
非
常
に

多
く
、
昨
年
末
以
降
の
中
国
に
よ
る
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策
終

了
は
イ
ン
ド
に
と
っ
て
ど
う
な
の
か
と
よ
く
聞
か
れ
ま
し

た
。
例
え
ば
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
外

国
人
観
光
客
に
占
め
る
中
国
人
の
割
合
は
、
少
な
く
見
積

も
っ
て
も
一
五
％
か
二
○
％
、
多
い
と
こ
ろ
で
は
三
○
％

を
超
え
ま
す
が
、
イ
ン
ド
は
三
％
で
、
大
半
が
欧
米
の

人
々
で
す
。

　

そ
う
す
る
と
、
人
の
移
動
が
活
発
化
す
る
の
は
確
か
に

期
待
が
大
き
い
も
の
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
の
景

気
が
頭
打
ち
す
る
と
、
人
そ
の
も
の
が
来
な
く
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
ド
自
体
も
世
界
経
済
と
完
全
に
切

り
離
し
て
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

　

内
需
に
関
し
て
期
待
で
き
る
一
方
で
、
外
需
に
関
し
て
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は
不
透
明
要
因
が
あ
る
と
い
う
の
が
、
今
の
イ
ン
ド
の
姿

に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

三�
、〝
外
か
ら
〟
の
イ
ン
ド
を
み
る

目
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

　

二
〇
年
間
ほ
ど
で
イ
ン
ド
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
七
倍
超
に
拡
大

し
た
と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
一
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
、
一
九
九
〇
年
代
ま
で
は
五
〇
〇
ド
ル
程
度
で
ず
っ
と

推
移
し
て
き
ま
し
た
。
成
長
は
す
る
け
ど
、
何
と
な
く
貧

し
い
状
態
だ
っ
た
の
が
、
二
○
○
○
年
代
以
降
、
大
き
く

上
昇
し
ま
し
た
。
昨
年
時
点
に
お
け
る
一
人
当
た
り
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
が
大
体
二
五
〇
〇
ド
ル
で
、
こ
れ
を
日
本
の
推
移
で

表
す
と
一
九
七
〇
年
代
前
半
で
す
。
私
は
生
ま
れ
て
い
な

い
の
で
、
そ
の
こ
ろ
の
日
本
が
ど
う
だ
っ
た
の
か
は
よ
く

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
色
々
な
方
の
話
を
伺
う
と
、「
明
日

の
日
本
は
今
日
よ
り
良
い
」
と
み
ん
な
が
信
じ
て
い
た
時

代
だ
と
聞
き
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
ま
だ
ま
だ
成

長
で
き
る
余
地
は
高
い
と
考
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
日
本
に

お
け
る
高
度
経
済
成
長
期
の
真
っ
た
だ
中
ぐ
ら
い
の
状
況

が
今
の
イ
ン
ド
だ
と
捉
え
て
い
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は

勢
い
が
あ
り
ま
す
し
、
そ
れ
が
ま
だ
続
く
と
い
う
期
待
に

つ
な
が
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

イ
ン
ド
の
成
長
力
に
対
す
る
期
待
は
、
投
資
、
特
に
対

内
直
接
投
資
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ

ｓ
と
い
う
言
葉
が
相
当
広
ま
っ
た
こ
と
に
歩
を
併
せ
て
、

二
〇
〇
一
年
か
ら
右
肩
上
が
り
に
増
え
て
い
ま
す
。
世
界

金
融
危
機
で
一
旦
頭
打
ち
す
る
状
況
が
あ
っ
た
も
の
の
、

基
本
的
に
右
肩
上
が
り
で
、
ど
ん
ど
ん
投
資
が
流
入
し
て

い
ま
す
。
日
本
企
業
も
か
な
り
積
極
的
に
動
い
て
い
ま
す

が
、
日
本
に
限
ら
ず
、
欧
米
の
企
業
、
ア
ジ
ア
の
企
業
も

か
な
り
投
資
を
拡
大
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

対
内
直
接
投
資
に
つ
い
て
四
半
期
で
見
る
と
、
コ
ロ
ナ

禍
直
後
に
大
き
く
上
振
れ
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
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て
世
界
的
に
様
々
な
分
野
で
デ
ジ
タ
ル
化
需
要
が
拡
大
し

て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
に
は
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
技
術
者
が
非

常
に
多
く
、
理
数
系
教
育
が
非
常
に
進
ん
で
い
る
こ
と

は
、
皆
さ
ん
も
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
お
聞
き
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
す
る
期
待
で
相
当
投
資
が
押

し
上
げ
ら
れ
、
一
巡
し
て
い
る
の
が
今
の
状
況
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
上
振
れ
を
除
く
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
一
貫
し
て
堅
調
に
推
移
し
て
き
て
い
る
。
そ
れ

が
イ
ン
ド
に
対
す
る
期
待
を
裏
づ
け
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
イ
ン
ド
に
対
す
る
期
待
の
追
い
風
に
な
っ
て

い
る
の
が
、
今
の
モ
デ
ィ
政
権
で
す
。

　

モ
デ
ィ
政
権
は
、
経
済
政
策
と
し
て
「
モ
デ
ィ
ノ
ミ
ク

ス
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
最
初
は
大
き
く
三
つ
の
柱
が
あ
り

ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
「
メ
イ
ク
・
イ
ン
・
イ
ン
デ
ィ
ア
」。
イ
ン

ド
国
内
で
モ
ノ
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
、
そ
の
た
め
に
直
接

投
資
を
ど
ん
ど
ん
受
け
入
れ
ま
す
、
構
造
改
革
、
規
制
改

革
に
よ
っ
て
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
製
造
業
の
比
率
を
上
げ

て
い
く
と
い
う
こ
と
を
高
ら
か
に
掲
げ
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
「
デ
ジ
タ
ル
・
イ
ン
デ
ィ
ア
」。
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
で
す
。
日
本
で
も
今
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
イ
ン
ド
は
国
民
総
背

番
号
が
振
ら
れ
て
い
ま
す
。
ア
ー
ダ
ー
ル
（A

adhaar

）

と
い
う
も
の
で
、
銀
行
口
座
を
は
じ
め
、
様
々
な
も
の
と

紐
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
支
援
を
必

要
と
し
て
い
る
方
々
に
対
し
て
は
、
こ
の
お
か
げ
で
プ
ロ

ア
ク
テ
ィ
ブ
に
政
府
か
ら
支
援
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
し

た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
も
最
終
的
に
そ
う
い
う
形
に
な

る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
し
ょ
う
が
、
イ
ン
ド
は
、
そ
う

い
う
面
で
は
か
な
り
前
を
行
っ
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

は
、
競
争
力
を
変
え
て
い
く
一
つ
の
大
き
な
要
因
に
な
り

つ
つ
あ
る
の
で
す
。

　

三
つ
目
は
「
ク
リ
ー
ン
・
イ
ン
デ
ィ
ア
」。
汚
職
撲
滅
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の
よ
う
な
意
味
合
い
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
ド
の
官
僚
機
構

は
非
常
に
カ
ッ
チ
リ
し
て
お
り
、
レ
ッ
ド
テ
ー
プ
と
も
言

わ
れ
て
い
て
、
こ
の
構
造
改
革
を
進
め
よ
う
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

加
え
て
、
コ
ロ
ナ
が
あ
れ
ほ
ど
ま
で
に
拡
大
し
た
背
景

は
公
衆
衛
生
状
態
が
酷
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
こ
を
何

と
か
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま
す
。
実
際
に
は
公
衆

ト
イ
レ
を
作
る
こ
と
と
、
か
な
り
矮
小
化
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
と
に
か
く
奇
麗
に
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
進

め
て
、
イ
ン
ド
で
製
造
業
を
広
め
る
た
め
に
構
造
改
革
を

や
る
と
い
う
の
が
、
当
初
の
モ
デ
ィ
ノ
ミ
ク
ス
で
し
た
。

　

政
権
二
期
目
に
な
っ
て
、「
モ
デ
ィ
ノ
ミ
ク
ス
」
に

「
ス
タ
デ
ィ
・
イ
ン
・
イ
ン
デ
ィ
ア
」
が
追
加
さ
れ
ま
し

た
。
イ
ン
ド
は
皆
さ
ん
も
御
存
じ
の
と
お
り
イ
ン
ド
工
科

大
学
（
Ｉ
Ｉ
Ｔ
）
を
頂
点
と
す
る
理
工
系
の
大
学
、
高
等

教
育
が
大
変
進
ん
で
お
り
、
イ
ン
ド
国
内
に
留
学
生
に
来

て
も
ら
う
こ
と
や
、
労
働
力
の
供
給
能
力
そ
の
も
の
を
イ

ン
ド
国
内
で
も
広
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

イ
ン
ド
の
教
育
に
関
し
て
、
ト
ッ
プ
は
Ｉ
Ｉ
Ｔ
を
は
じ

め
、
と
て
つ
も
な
く
レ
ベ
ル
が
高
い
で
す
。
し
か
し
、
問

題
は
国
民
の
七
割
程
度
が
農
村
に
住
ん
で
い
て
、
基
礎
教

育
の
レ
ベ
ル
が
低
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
裾
野
を
き
ち
ん

と
上
げ
て
い
か
な
い
と
、
労
働
力
と
し
て
機
能
し
ま
せ

ん
。
ま
た
、
文
字
が
分
か
ら
な
い
高
齢
者
の
方
も
多
く
、

識
字
率
が
依
然
と
し
て
七
割
台
で
す
。
識
字
率
を
上
げ
て

基
礎
教
育
を
拡
充
し
て
い
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
多
く
の
国

民
が
労
働
力
と
し
て
労
働
市
場
の
中
に
入
っ
て
い
け
る
と

い
う
形
に
し
て
い
か
な
い
と
、
幾
ら
外
か
ら
投
資
を
ど
ん

ど
ん
受
け
入
れ
て
も
、
労
働
力
を
供
給
で
き
な
い
と
い
う

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
四
つ
を
掲
げ
て
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
と
言
う
の
で

す
が
、
は
っ
き
り
言
っ
て
、
若
干
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
先
行
し

て
い
る
感
は
否
め
ま
せ
ん
。
言
っ
て
い
る
こ
と
は
正
し
い

も
の
の
、
現
実
に
行
っ
て
い
る
こ
と
を
見
る
と
、
例
え
ば
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「
メ
イ
ク
・
イ
ン
・
イ
ン
デ
ィ
ア
」
で
今
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
は
半
導
体
の
誘
致
で
す
。
半
導
体
は
こ
れ

か
ら
の
産
業
に
大
事
だ
、
こ
れ
は
製
造
業
の
肝
に
な
る
、

ど
ん
ど
ん
補
助
金
を
出
す
ぞ
と
言
っ
て
も
、
細
か
い
も
の

を
作
る
こ
と
が
イ
ン
ド
国
内
で
は
ま
だ
ま
だ
で
き
ま
せ

ん
。
昔
、
中
国
に
お
い
て
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
先
の
玉
を
作
れ

る
か
、
作
れ
な
い
か
と
い
う
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。
足
下

の
製
造
業
振
興
に
つ
い
て
は
、「
一
本
足
打
法
」
の
色
合

い
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
裾
野
と
厚
み
の
両
方
を

広
げ
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
し
ょ
う
が
、
今
の
と
こ
ろ
、

お
題
目
は
立
派
だ
け
れ
ど
も
、
地
に
足
が
つ
い
て
い
な
い

状
態
で
す
。

　
「
デ
ジ
タ
ル
・
イ
ン
デ
ィ
ア
」
で
は
、
ア
ー
ダ
ー
ル
は

確
か
に
成
功
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
も
う
一
つ
重
要
な
の

が
税
の
捕
捉
と
い
う
問
題
で
す
。
農
民
は
ほ
と
ん
ど
税
金

を
納
め
て
い
ま
せ
ん
。
税
金
が
幅
広
く
取
れ
る
よ
う
な
形

に
な
っ
て
こ
そ
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
す
る
か
。
受
益

と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
考
え
る
か
が
大
事
に
な
り
ま

す
。
そ
こ
が
崩
れ
て
い
る
と
、
公
的
部
門
だ
け
が
ど
ん
ど

ん
肥
大
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。
イ
ン
ド
は
公
的
債
務
残
高

が
新
興
国
の
中
で
も
か
な
り
高
く
、
そ
の
背
後
に
は
税
の

捕
捉
率
が
低
く
、
結
果
的
に
財
政
赤
字
が
拡
大
し
や
す
い

体
質
に
あ
る
と
捉
え
ら
れ
ま
す
。

　

イ
ン
ド
の
イ
ン
フ
ラ
に
関
し
て
、
道
路
が
足
り
な
い
、

鉄
道
が
足
り
な
い
、
電
力
が
足
り
な
い
と
、
私
自
身
が
イ

ン
ド
を
担
当
し
て
い
た
こ
ろ
か
ら
ず
っ
と
言
わ
れ
続
け
て

い
ま
す
。
電
気
に
関
し
て
、
か
わ
い
そ
う
だ
っ
た
面
は
あ

り
ま
す
。
電
力
改
革
に
向
け
て
外
資
に
開
放
し
た
も
の

の
、
参
画
し
た
エ
ン
ロ
ン
が
破
た
ん
し
て
し
ま
い
、
彼
ら

か
ら
す
る
と
外
資
開
放
の
ト
ラ
ウ
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
連
邦
国
家
の
イ
ン
ド
で
は
州
政
府
の
権
限
が
強

く
、
州
と
連
邦
政
府
の
間
で
意
見
が
こ
う
着
状
態
に
陥
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
お
題
目
は
い
い

の
で
す
が
、
そ
う
し
た
状
況
を
打
開
し
て
い
く
た
め
の
き
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ち
ん
と
し
た
手
順
を
踏
ま
な
い
と
、
全
体
と
し
て
動
い
て

い
き
ま
せ
ん
。
様
々
な
と
こ
ろ
に
潜
む
ハ
ー
ド
ル
に
気
を

つ
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

四�

、
イ
ン
ド
経
済
が
抱
え
る

〝
課
題
〟
は
何
か

　

モ
デ
ィ
ノ
ミ
ク
ス
の
「
メ
イ
ク
・
イ
ン
・
イ
ン
デ
ィ

ア
」
に
よ
っ
て
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
製
造
業
の
割
合
を
高

め
る
と
い
う
お
題
目
は
確
か
に
正
し
い
の
で
す
が
、
実
際

に
は
モ
デ
ィ
政
権
発
足
以
降
の
イ
ン
ド
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め

る
製
造
業
の
割
合
は
低
下
し
て
い
ま
す
。
二
○
一
九
年
度

の
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
回
復
し
た
昨
年
度
に
お
い
て
さ
え
、
モ

デ
ィ
政
権
が
誕
生
し
た
時
と
比
べ
て
も
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め

る
製
造
業
の
割
合
が
低
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
モ

デ
ィ
政
権
発
足
後
も
、
構
造
的
な
問
題
が
全
然
変
わ
っ
て

い
な
い
と
い
う
の
が
今
の
状
況
で
す
。

　

イ
ン
ド
は
連
邦
制
国
家
で
あ
り
、
州
政
府
と
中
央
政
府

が
意
見
対
立
を
起
こ
す
こ
と
が
間
々
あ
り
ま
す
。
よ
っ

て
、
モ
デ
ィ
政
権
は
州
同
士
を
競
わ
せ
て
、
中
央
が
言
っ

て
い
る
構
造
改
革
に
乗
っ
て
き
た
と
こ
ろ
に
は
い
ろ
い
ろ

な
恩
恵
を
与
え
る
方
法
を
採
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
州

政
府
レ
ベ
ル
で
中
央
政
界
に
お
け
る
野
党
が
政
権
を
担
っ

て
い
る
州
で
は
、
乗
り
遅
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
た

だ
、
全
体
的
に
は
そ
れ
な
り
に
成
果
を
上
げ
る
動
き
が
み

ら
れ
ま
す
。

　

産
業
別
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
を
見
る
と
、
製
造
業
よ
り
も
農

林
漁
業
の
ほ
う
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
割
合
が
高
い
の
で

す
。
さ
ら
に
、
以
前
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、

イ
ン
ド
で
は
灌
漑
施
設
が
圧
倒
的
に
足
り
ま
せ
ん
。
雨
季

に
雨
が
降
る
か
降
ら
な
い
か
で
収
穫
が
大
き
く
変
わ
る
。

よ
っ
て
、
天
気
の
行
方
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
左
右
し
て
し
ま
い
ま

す
。

　

製
造
業
は
、
世
界
的
に
見
る
と
雇
用
を
一
番
吸
収
す
る
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こ
と
が
期
待
さ
れ
る
産
業
で
す
が
、
こ
こ
が
し
っ
か
り
広

が
ら
な
い
と
、
人
は
多
い
が
労
働
力
は
農
村
に
留
ま
っ
て

終
わ
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
裾
野
で

あ
る
基
礎
教
育
を
充
実
さ
せ
、
労
働
力
と
し
て
労
働
市
場

に
供
給
す
る
た
め
の
一
気
通
貫
の
流
れ
を
き
ち
ん
と
作
っ

て
い
か
な
い
と
、
期
待
の
大
き
さ
が
具
現
化
出
来
な
い
状

況
に
終
わ
り
ま
す
。

　

先
ほ
ど
、
イ
ン
ド
の
輸
出
先
と
し
て
は
欧
米
が
多
い
と

説
明
し
ま
し
た
。
地
域
別
の
輸
出
額
を
見
る
と
、
中
国
と

そ
の
他
の
ア
ジ
ア
を
合
わ
せ
て
も
二
○
％
未
満
で
す
。
例

え
ば
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
国
々
は
、
半
分
以
上
が
中
国
や
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
な
ど
域
内
向
け
で
、
そ
こ
に
欧
米
向
け
が
加
わ
り

ま
す
。
イ
ン
ド
は
、
欧
米
と
中
東
で
約
半
分
、
そ
れ
に
ア

フ
リ
カ
を
合
わ
せ
る
と
全
体
の
約
七
割
に
達
し
ま
す
。
世

界
経
済
の
成
長
の
原
動
力
で
あ
る
ア
ジ
ア
と
の
連
結
性
を

高
め
て
い
く
努
力
も
し
て
い
か
な
い
と
、
イ
ン
ド
は
取
り

残
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
輸
入
は
大
半
が
ア
ジ
ア
か
ら
で
す
。
な
ぜ
な

ら
、
モ
ノ
は
ア
ジ
ア
で
作
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
そ
う
す
る

と
、
ア
ジ
ア
と
の
関
係
は
輸
入
超
過
に
な
っ
て
し
ま
い
、

そ
れ
ゆ
え
に
イ
ン
ド
は
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
（
地
域
的
な
包
括
的
経

済
連
携
協
定
）
に
は
入
ら
な
い
と
か
、
他
の
自
由
貿
易
協

定
等
々
に
背
中
を
向
け
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
に
対
し
て

も
あ
る
程
度
門
戸
を
開
い
て
、
ヒ
ト
も
資
本
も
受
け
入
れ

る
と
と
も
に
、
経
済
成
長
の
実
現
に
向
け
た
流
れ
を
築
い

て
い
け
な
い
と
、
イ
ン
ド
へ
の
期
待
を
一
段
と
高
め
る
こ

と
に
は
繋
が
り
に
く
い
の
が
今
の
状
況
で
す
。

　

外
交
に
関
し
て
、
昨
今
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
中
で
、

イ
ン
ド
は
欧
米
に
も
つ
か
ず
中
ロ
に
も
つ
か
ず
、
中
間
派

の
立
場
を
と
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
最
大
の
要
因
は
、
先
ほ

ど
来
申
し
上
げ
て
い
る
と
お
り
、
商
品
市
況
の
上
昇
、
特

に
原
油
高
に
よ
っ
て
貿
易
収
支
が
悪
化
し
、
そ
れ
に
よ
る

経
常
収
支
の
悪
化
を
と
て
も
嫌
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

そ
の
中
で
、
昨
年
か
ら
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
原
油
の
輸
入
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を
か
つ
て
な
い
ペ
ー
ス
で
大
き
く
拡
大
さ
せ
て
い
ま
す
。

目
下
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
と
呼
ば
れ
る
国
々
の
大
半
が

中
間
派
で
す
が
、
欧
米
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
を
中
ロ

側
に
つ
か
せ
な
い
た
め
に
、
何
と
か
な
だ
め
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
先
日
、
モ
デ
ィ
首
相
が
ア
メ
リ
カ
を
訪
問
し
た

際
、
記
者
会
見
で
防
衛
協
力
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

イ
ン
ド
軍
の
兵
器
の
大
宗
が
ロ
シ
ア
製
で
あ
る
よ
う
に
、

元
々
イ
ン
ド
と
ロ
シ
ア
は
様
々
な
面
で
関
係
が
深
か
っ
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
ド
を
中
ロ
に
寄
ら
せ
な
い
た
め

に
い
ろ
い
ろ
と
陽
動
作
戦
を
と
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

が
、
ロ
シ
ア
か
ら
も
大
量
に
原
油
を
買
っ
て
い
る
と
な
る

と
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
原
資
が
イ
ン
ド

か
ら
と
い
う
話
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
い

い
と
こ
取
り
が
い
つ
ま
で
で
き
る
の
か
、
要
注
意
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。「
メ
イ
ク
・
イ
ン
・

イ
ン
デ
ィ
ア
」
の
一
つ
の
柱
に
Ｅ
Ｖ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

先
ほ
ど
現
地
の
記
者
か
ら
「
朝
か
ら
停
電
で
す
」
と
書
い

て
あ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
来
た
と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
電

気
が
絶
対
的
に
足
り
て
い
な
い
中
で
Ｅ
Ｖ
が
ど
こ
ま
で
普

及
で
き
る
の
か
。
そ
こ
も
地
に
足
が
つ
い
て
い
な
い
感
は

否
め
ま
せ
ん
。

　

目
下
の
と
こ
ろ
、
原
油
を
ロ
シ
ア
か
ら
の
輸
入
に
依
存

し
て
い
る
ほ
か
、
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
か
な
り
の
割
合
を

石
炭
火
力
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
世
界
的
に
見
る
と
、
石

炭
火
力
を
減
ら
す
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
昨
今
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
問
題
で
風
向
き
が
少
し
変
化
し
て
い
て
も
、
少
な
く
と

も
石
炭
火
力
の
割
合
を
大
き
く
増
や
せ
る
状
態
で
は
な
い

こ
と
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
不
良
債
権
に
関
す
る
問
題
で
す
。

　

新
興
国
で
不
良
債
権
の
原
因
に
な
る
の
は
大
抵
が
不
動

産
で
す
。
た
だ
、
イ
ン
ド
は
不
動
産
が
自
由
に
取
引
で
き

ず
、
不
良
債
権
の
原
因
は
イ
ン
フ
ラ
投
資
で
す
。
先
ほ
ど

申
し
上
げ
た
と
お
り
、
徴
税
能
力
の
低
さ
が
財
政
赤
字
の

要
因
と
な
る
中
で
、
イ
ン
フ
ラ
投
資
を
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
官
民
連
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携
）
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
当
然
な
が
ら

資
金
調
達
は
民
間
か
ら
行
う
の
で
す
が
、
料
金
を
十
分
な

形
で
徴
収
で
き
な
い
と
不
良
債
権
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
ノ
ン
バ
ン
ク
か
ら
借
り
た
資
金
で
イ
ン
フ

ラ
投
資
を
行
う
な
ど
マ
チ
ュ
リ
テ
ィ
ー
リ
ス
ク
を
負
う
な

ど
、
普
通
で
は
あ
り
得
な
い
資
金
調
達
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
点
で
は
、
財
政
の
能
力
を
上
げ
、
そ
れ
に

よ
っ
て
イ
ン
フ
ラ
投
資
も
し
っ
か
り
と
行
い
つ
つ
、
民
間

で
で
き
る
と
こ
ろ
は
民
間
で
、
公
で
や
る
べ
き
と
こ
ろ
は

公
で
と
い
う
切
り
分
け
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
は
少
し
ず
つ
景
気
が
底
入
れ
し
て
き
て
い
ま
す
の

で
、
不
良
債
権
比
率
は
低
下
し
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
イ

ン
ド
準
備
銀
行
が
作
成
し
た
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
の
資
料
を

見
る
と
、「
イ
ン
フ
ラ
関
連
で
潜
在
的
に
不
良
債
権
に
な

り
や
す
い
」
と
、
ず
っ
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
景
気
が
悪

化
す
る
と
不
良
債
権
が
再
び
増
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、財
政
問
題
も
含
め
て
解
決
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
の
多
さ
が
魅
力
だ
と
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
御
覧
い
た
だ
く
と
、
同
年
代
で

五
％
以
上
男
性
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
少
し
い
び
つ
で
す

（
図
表
７
）。
イ
ン
ド
で
は
、
女
性
が
結
婚
す
る
時
に
ダ
ウ

リ
ー
（dow

ry

）
と
い
っ
て
、
多
額
の
持
参
金
を
用
意
す

る
風
習
が
あ
り
、
何
人
も
娘
が
い
る
と
家
が
潰
れ
る
と
さ

れ
ま
す
。
私
も
イ
ン
ド
で
何
度
か
結
婚
式
を
見
た
こ
と
が

あ
り
、
装
飾
さ
れ
た
車
や
家
具
の
ほ
か
、
お
嫁
さ
ん
は
宝

飾
品
を
た
く
さ
ん
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。
こ
の
男
女
比
の

い
び
つ
さ
は
、
実
は
イ
ン
ド
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
で
も

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
経
済
成
長
と
は
ま
た
別
の
話
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
社
会
的
な
問
題
と
し
て
、
こ
れ
は
持

続
可
能
な
も
の
な
の
か
。
今
後
、
弊
害
が
出
て
く
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
ド
は
来
年
、
総
選
挙
を
迎
え
ま
す
。
目
下
の
と
こ

ろ
、
上
下
院
両
方
で
与
党
及
び
与
党
連
合
が
多
数
派
を
占
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め
て
お
り
、
構
造
改
革
が
か
な
り
進
み
や
す
い
状
態
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
前
回
の
総
選
挙
の
時
あ
っ
た
よ
う
に
、
選
挙
直

前
に
隣
国
の
パ
キ
ス
タ
ン
を
空
爆
す
る
な
ど
、
内
向
き
姿

勢
の
強
い
政
策
を
行
っ
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
高
揚
さ

せ
る
よ
う
な
動
き
を
見
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
の
最

大
与
党
の
Ｂ
Ｊ
Ｐ
（
イ
ン
ド
人
民
党
）
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
至

上
主
義
を
党
是
と
し
て
い
て
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
対
す
る

迫
害
を
強
め
て
い
ま
す
。
先
日
、
モ
デ
ィ
首
相
が
ア
メ
リ

カ
を
訪
問
し
ま
し
た
が
、
実
は
首
相
に
な
る
前
は
ア
メ
リ

カ
か
ら
要
注
意
人
物
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
Ｂ
Ｊ
Ｐ
の
支

援
団
体
で
あ
る
民
族
義
勇
団
が
極
右
で
あ
り
、
そ
の
意
向

を
反
映
す
れ
ば
内
向
き
姿
勢
が
強
く
な
る
、
も
し
く
は
人

権
問
題
が
表
面
化
し
た
経
緯
も
あ
り
、
欧
米
か
ら
「
眉
唾

物
」
扱
い
さ
れ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

イ
ン
ド
は
モ
デ
ィ
政
権
の
も
と
で
少
し
ず
つ
色
合
い
が

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
世
界
的
な
地
政
学
を
見
て
い
る

図表７
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ユ
ー
ラ
シ
ア
・
グ
ル
ー
プ
は
、
モ
デ
ィ
首
相
の
も
と
で
イ

ン
ド
に
対
す
る
リ
ス
ク
が
年
々
上
が
っ
て
い
る
と
警
戒
し

て
い
ま
す
。
目
下
、
欧
米
は
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
を
中
ロ

側
に
寄
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
欧
米
と
の
距

離
感
が
難
し
く
な
る
可
能
性
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

中
国
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
対

ア
ジ
ア
で
は
輸
入
超
過
で
、
一
番
大
き
い
の
は
対
中
国
で

す
。
輸
出
と
輸
入
の
対
中
比
率
を
見
る
と
、
輸
入
の
ほ
う

が
圧
倒
的
に
多
く
、
貿
易
赤
字
の
大
半
が
対
中
赤
字
で

す
。
こ
の
た
め
中
国
が
加
盟
し
て
い
る
地
域
協
定
の
類
を

避
け
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
に
背
を
向
け
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
経

済
連
携
協
定
を
二
国
間
か
ら
広
げ
て
い
こ
う
と
す
る
と
、

ど
う
し
て
も
イ
ン
ド
が
壁
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と

は
、
今
後
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
ド
に
対
す
る
期
待
は
間
違
い
な
く
大
き
い
の
で
す

が
、
経
済
規
模
は
中
国
と
は
雲
泥
の
差
で
す
。
ご
く
簡
易

的
に
申
し
上
げ
る
と
、
昨
年
、
中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
タ
イ
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
分
程
度
増
加
し
た
と
計
算
出
来
る
一
方
、
イ
ン
ド

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
増
加
分
は
中
国
の
増
加
分
の
約
半
分
に
留
ま

り
ま
す
。
成
長
率
で
は
中
国
が
三
％
増
加
、
イ
ン
ド
は

八
％
増
加
と
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
が
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
増
加

分
は
圧
倒
的
に
中
国
が
多
い
の
で
す
。
中
国
に
追
い
つ
く

に
は
一
〇
年
、
二
〇
年
か
か
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
な
る

と
、「
中
国
に
代
わ
っ
て
イ
ン
ド
」
と
い
う
単
純
な
話
を

す
る
の
は
、
実
は
ま
だ
ま
だ
難
し
い
状
況
で
す
。
過
大
に

期
待
を
抱
き
過
ぎ
る
と
、
イ
ン
ド
と
し
て
も
重
荷
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
実
態
に
合
わ
せ
た
調
整
が
よ
り
必
要

に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

五�

、
国
際
金
融
市
場
を
取
り
巻
く

環
境
と
イ
ン
ド
経
済

　

日
銀
が
金
融
緩
和
を
続
け
る
中
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
な
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ど
主
要
国
の
中
銀
が
金
融
引
き
締
め
に
動
い
て
お
り
、
世

界
的
な
マ
ネ
ー
は
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

う
す
る
と
、
こ
れ
に
レ
バ
レ
ッ
ジ
を
か
け
た
世
界
の
マ

ネ
ー
の
縮
小
ペ
ー
ス
が
余
計
に
早
く
な
る
の
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
昨
年
来
の
新
興
国
危
機
の
元
凶
で

す
。

　

危
機
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
世
界
的
な
マ
ネ
ー
の
膨

張
を
背
景
に
、
新
興
国
へ
の
資
金
流
入
が
急
激
に
拡
大
し

て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
米
ド
ル
、
ユ
ー
ロ
と
い
っ

た
、
い
わ
ゆ
る
ハ
ー
ド
カ
レ
ン
シ
ー
に
よ
る
債
券
発
行
に

よ
り
資
金
調
達
が
活
発
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
米
ド
ル
高
、
ユ
ー
ロ
高
に
な
る
と
各
国
通
貨
安
に
な

り
、
金
利
が
大
き
く
上
昇
し
た
。
さ
ら
に
債
務
負
担
の
上

昇
が
あ
り
、
新
興
国
が
厳
し
い
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
そ
ろ
そ
ろ
利
上
げ
を
や
め
る
か
ど
う

か
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
か
ら
、
環
境
が
変

わ
り
つ
つ
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
新
興
国
が
潜
在
的
に
こ

う
い
う
問
題
に
ず
っ
と
悩
ま
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。

　

そ
の
中
で
イ
ン
ド
は
、
短
期
債
務
は
あ
ま
り
増
加
し
て

い
ま
せ
ん
。
増
加
し
て
い
る
の
は
圧
倒
的
に
中
長
期
債
務

で
、
か
つ
、
世
界
的
な
拡
大
の
ペ
ー
ス
に
比
べ
る
と
緩
や

か
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
民
間
銀
行
、
国
有
銀

行
を
問
わ
ず
、
対
外
債
務
の
受
け
入
れ
に
対
す
る
規
制
が

非
常
に
厳
し
い
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
規
制
が
少
し
撤
廃
さ
れ
る
と
イ
ン

ド
に
は
か
な
り
の
資
金
が
入
り
、
経
済
成
長
の
原
動
力
が

増
え
て
い
く
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
リ
ス
ク
も
は
ら
む
が

可
能
性
も
あ
る
と
い
う
こ
と
が
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り

ま
す
。

　

た
だ
し
、
イ
ン
ド
で
は
、
二
○
一
三
年
の
テ
ー
パ
ー
タ

ン
ト
ラ
ム
な
ど
、
折
に
触
れ
て
資
金
流
出
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
輸
出
や
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
、
短
期
対

外
債
務
、
そ
の
他
負
債
の
一
定
割
合
に
対
し
て
外
貨
準
備
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が
あ
る
と
、
国
際
金
融
市
場
の
動
揺
に
対
し
て
耐
性
が
あ

る
と
い
う
考
え
方
を
示
し
て
お
り
、
イ
ン
ド
の
外
貨
準
備

は
こ
の
基
準
に
照
ら
せ
ば
一
貫
し
て
足
り
て
い
る
状
態
で

す
。
で
す
か
ら
、
少
な
く
と
も
イ
ン
ド
発
で
何
か
金
融
危

機
が
起
き
る
こ
と
は
な
く
、
安
定
し
た
環
境
と
捉
え
ら
れ

ま
す
。

　

あ
と
は
規
制
な
の
か
、
構
造
の
問
題
な
の
か
、
そ
う
い

う
も
の
を
一
つ
一
つ
取
り
除
き
、
期
待
と
実
像
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
埋
め
て
、
成
長
の
歯
車
が
し
っ
か
り
と
噛
み
合
う
こ

と
が
望
ま
し
い
と
い
う
の
が
、
私
自
身
が
イ
ン
ド
を
長
年

見
て
き
て
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
し
、
モ
デ
ィ
首
相
が
仮

に
来
年
の
総
選
挙
で
勝
利
し
て
三
期
目
を
迎
え
る
の
な
ら

ば
、
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
が
、

イ
ン
ド
に
対
す
る
期
待
が
結
実
す
る
一
つ
の
要
素
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
か
ら
は
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。（
拍
手
）

○
増
井
理
事
長　

西
濵
様
、
イ
ン
ド
に
つ
い
て
勉
強
に
な

る
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
全
く
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

せ
っ
か
く
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
御
質
問
等
を
お
受
け

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
質
問
者
Ａ　

質
問
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
イ
ン

フ
ラ
向
け
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
が
不
良
債
権
化
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
一
番
回
収
し
や
す
い
は
ず
の
料
金
が
き
ち
っ
と
回
収

で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の

辺
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
と
、
私
も
イ
ン
ド
の
昔
の
イ
メ
ー
ジ
し
か
な
い
の
で

す
が
、
経
済
発
展
し
て
い
く
に
当
た
っ
て
、
カ
ー
ス
ト
制

度
が
今
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

○
西
濵　

一
つ
目
の
件
に
つ
き
ま
し
て
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
を
通
じ

て
行
わ
れ
る
事
業
の
多
く
は
道
路
で
す
。
不
良
債
権
が
大
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量
に
発
生
し
た
要
因
は
、
マ
チ
ュ
リ
テ
ィ
ー
リ
ス
ク
に
起

因
す
る
問
題
が
大
き
か
っ
た
と
捉
え
ら
れ
ま
す
。
他
方
、

道
路
は
料
金
が
非
常
に
取
り
や
す
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す

が
、
リ
カ
レ
ン
ト
コ
ス
ト
が
き
ち
ん
と
賄
え
な
い
と
い
っ

た
料
金
設
定
な
ど
に
問
題
が
生
じ
て
い
る
例
も
少
な
く
な

い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

本
当
は
州
政
府
な
り
が
し
っ
か
り
と
グ
リ
ッ
プ
し
て
、

制
度
づ
く
り
を
一
気
通
貫
で
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
毎
年
二
月
に
発
表
さ
れ
る
予
算
案

で
、
今
年
は
こ
れ
だ
け
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
う
と

大
上
段
に
発
表
す
る
の
で
す
が
、
よ
く
よ
く
考
え
る
と
、

同
じ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
毎
年
出
て
い
て
、
全
然
進
行
し
て

い
な
い
の
が
実
態
で
す
。
そ
の
実
現
に
向
け
た
法
改
正
を

着
実
に
実
施
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
、
偽
ら
ざ
る
気
持

ち
で
す
。

　

も
う
一
つ
、
イ
ン
フ
ラ
に
関
し
て
申
し
上
げ
る
と
土
地

収
用
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
土
地
収
用
に
関
す
る
法
律
改

正
は
過
去
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
す
ん
な
り
と
土
地
収
用

が
で
き
な
い
形
に
な
っ
て
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
て
資
金
調
達
し
た
後
、
全
く
動
か
な
い
で
金
利
だ
け

が
発
生
し
て
い
る
も
の
も
多
々
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
法
改

正
、
制
度
改
正
を
一
体
的
に
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
来
年
は
総
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
か
ら
、
そ
れ
も
掲
げ

て
選
挙
に
向
か
う
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の
で
す
が
、
選

挙
前
に
な
る
と
政
治
家
が
口
を
つ
ぐ
む
の
は
洋
の
東
西
を

問
わ
な
い
と
こ
ろ
な
の
で
、
過
度
な
期
待
は
で
き
な
い
の

か
な
と
思
い
ま
す
。

　

カ
ー
ス
ト
に
つ
い
て
、
憲
法
に
も
「
カ
ー
ス
ト
に
よ
る

差
別
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ア
ー
ダ
ー

ル
に
は
カ
ー
ス
ト
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
厳
然
と
残
っ

て
い
る
の
は
間
違
い
無
く
結
婚
な
ど
の
際
に
依
然
と
し
て

カ
ー
ス
ト
の
問
題
が
出
て
く
る
の
が
現
実
で
す
。
こ
の
点

は
文
化
の
問
題
な
の
か
、
風
習
の
問
題
な
の
か
、
き
れ
い

に
解
決
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
少
し
ず
つ
薄
ま
っ
て
い
く
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と
い
い
な
と
い
う
期
待
を
持
っ
て
見
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

○
増
井
理
事
長　

イ
ン
ド
の
資
源
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
が
、
例
え
ば
石
油
と
か
鉱
物
資
源
と
か
、
イ
ン

ド
自
体
は
潜
在
的
に
資
源
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
と
こ

ろ
な
の
で
し
ょ
う
か
。

○
西
濵　

自
給
自
足
と
ま
で
は
い
か
な
い
で
す
が
、
イ
ン

ド
国
内
で
石
炭
は
採
れ
ま
す
。
た
だ
、
国
際
価
格
が
上
が

る
と
収
益
性
の
観
点
か
ら
海
外
に
売
っ
て
し
ま
っ
て
、
国

内
で
供
給
が
足
り
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
一
つ
問
題
で

す
。

　

原
油
に
関
し
て
は
、
イ
ン
ド
洋
の
ア
ン
ダ
マ
ン
・
ニ
コ

バ
ル
諸
島
の
あ
た
り
に
海
底
油
田
が
あ
る
と
ず
っ
と
言
わ

れ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
が
あ
ま
り
結
実
し
て
い
ま
せ

ん
。
地
層
学
的
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
資
源
が
採
れ
る
と
い
う
の
は
、
実
際
の

と
こ
ろ
、
目
立
っ
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
増
井
理
事
長　

環
境
問
題
に
つ
い
て
イ
ン
ド
は
慎
重
と

い
う
か
、
後
ろ
向
き
に
近
い
印
象
を
受
け
ま
す
が
、
こ
れ

は
将
来
、
自
分
た
ち
に
不
利
だ
と
明
ら
か
に
認
識
し
て
い

る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

○
西
濵　

環
境
問
題
を
推
し
進
め
る
と
、
自
分
た
ち
の
経

済
成
長
の
足
か
せ
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
避
け
ら
れ
な

い
一
方
で
、
今
、
デ
リ
ー
の
み
な
ら
ず
ム
ン
バ
イ
で
も
大

気
汚
染
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｍ
２
・
５

は
中
国
だ
け
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実

は
イ
ン
ド
も
と
て
も
ひ
ど
い
状
態
に
な
っ
て
い
て
、
彼
ら

と
て
環
境
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
れ
ゆ
え
に
Ｅ
Ｖ
と
い
う
話
に
も
な
っ
て
い
る
の
で

す
。
確
か
に
地
に
足
が
つ
い
て
い
な
い
の
で
、
問
題
解
決

の
た
め
に
は
、
青
写
真
を
具
現
化
す
る
た
め
の
階
段
を
き

ち
ん
と
積
み
上
げ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
こ
だ
け

は
気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
増
井
理
事
長　

そ
れ
で
は
、
そ
ろ
そ
ろ
お
時
間
で
ご
ざ
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い
ま
す
の
で
、
こ
の
あ
た
り
で
資
本
市
場
を
考
え
る
会
を

終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
日
は
、
イ
ン
ド
に
つ
い
て
大
変
勉
強
に
な
る
お
話
を

頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
西
濵
様
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

（
に
し
は
ま　

と
お
る
・
株
式
会
社
第
一
生
命
経
済
研
究
所

経
済
調
査
部
・
主
席
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
）

�

（
本
稿
は
、
令
和
五
年
六
月
二
八
日
に
開
催
し
た
講
演
会
で
の
要

旨
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
り
、
文
責
は
当
研
究
所
に
あ
る
。

）
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